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談会南方映画工作の現段階」『映画旬報』1943年 7 月 1 日号（第86号）、23頁。
21　映画『青空交響楽』についての記述はフィルムセンター所蔵版の視聴による。
22　若林健「シナリオ評」『映画旬報』1942年12月11日号（第68号）、20頁。
　　『牧童と貴婦人』の英語原題と製作会社は The Cowboy and the Lady, Samuel Goldwyn Pro-










































































































































































映画『安城家の舞踏会』（吉村公三郎 松竹 1947年）、『お嬢さん乾杯』（木下恵介 松竹 
1949年）を提供したのは松竹である。
　戦後の民主主義映画を代表する『青い山脈』（今井正 東宝 1949年）は地方を舞台に
して製作された。原節子扮する女性高校教師・島崎雪子は地方社会の旧弊な価値観と
戦い恋愛の尊さを宣言する。恋愛の尊重を軸にして『新雪』を反転させると『青い山
脈』になろう。二つの映画が鼓舞する思想のベクトルは逆方向である。だが個人に熱
く働きかけ主体的な社会参加を励ますアプローチとして意外に共通点は多い。単純化
は慎まねばならないが、戦後の民主主義映画に先立って、戦中映画に「トライアル」
の時代としての意義を見出すことは可能だろう。
